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令和４年第４回定例会は、12月１日（木）開会予定です。
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伊万里市議会だより 第83号

第３回臨時会　令和４年８月１日（月）

令和4年度一般会計予算
                        ８月補正額
                        予 算総額　　

110万5,000円
295億2,465万9,000円

上程された議案は、すべて可決しました

　市税の単税化に向けてより広く周知するための経費、生活困窮者の支援機能の強化を
図るための経費、オミクロン株に対応したワクチン接種体制の確保のための経費、市外
在住者がＵターンを促し、定住を促進するため、実家の改修等に対する補助金、大川小
学校と松浦小学校の統合に伴う、留守家庭児童クラブの整備に要する経費等のため、増
額しました。

第３回定例会　令和４年９月２日（金）～１０月１７日（月）

令和4年度一般会計予算
                        ９月補正額
                        予 算総額　　

10億3,508万8,000円
305億5,974万7,000円

　国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用し、障がい福祉施設
等に対する支援金、住民税非課税世帯等に対する給付金、光熱費負担を軽減するための
省エネ性能の高いエアコン又は冷蔵庫の買替えに対する補助金、施設園芸農家及び畜産
農家に対する支援金等のため、増額しました。

令和4年度一般会計予算
                      10月補正額
                        予 算総額　　

5億6,115万5,000円
311億2,090万2,000円

上程された議案は、すべて可決、認定、同意および異議ない旨答申しました

人権擁護委員候補者の推薦　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第104回選抜高等学校野球選手権大会へ出場した有田工業高等学校の
出場経費等補助のため、増額しました。

松本　裕史 氏 （立 花 町）　　梶原　敏雄 氏 （黒 川 町）
福地　佳野 氏 （波多津町）　　松尾ふき子 氏 （松 浦 町）
高木　和之 氏 （山 代 町）　　　　　　　　　　　　　　　

教育委員会委員の選任 　　　　　　　藤田　　樹 氏 （二 里 町）

　決算については16ページへ
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　令和４年８月28日に、七ツ島工業団地への
2本目のアクセス道路となる臨港道路七ツ島線
が開通し、コンテナターミナルへのルートが増
え、利便性が向上しました。また、車両の出入
りを分散することができ、黒川地区の渋滞の緩
和にも期待しています。
　令和４年度から新たに開始した東南アジア・
台湾との輸出入において、佐賀県伊万里港振
興会の積極的な活動により想定以上にコンテ
ナ貨物の利用増加が見込まれ、コンテナ助成
制度の負担金を増額しました。また、コンテナ
貨物の増加に対応するため、令和4年7月4日
に佐賀県により２基目のガントリークレーンが
設置され、11月ごろに供用開始されます。こ
れに伴い完成式典の開催に要する経費を負担
します。

　伊万里港コンテナ貨物助成事業負担金
　　　　　　　　補正額：862万３千円
　ガントリークレーン完成式典開催負担金
　　　　　　　　　　　　　　　22万円

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

伊万里港コンテナターミナル伊万里港コンテナターミナル伊万里港コンテナターミナル

　今回、大川町戸石川区、二里町中田区が所
有する防火水槽の改修にかかる経費に対し、
補助交付要綱に従い事業費から10万円を差し
引いた額の70％に当る79万４千円を補助しま
す。２ヶ所の防火水槽については、共に経年劣
化により破損している防火水槽回りのフェンス
取替工事で、戸石川区は全面改修（補助43万
円）、中田区は一部改修（補助36万４千円）が
行われます。
　
　市内の行政区の中には、２世帯しかない区も
ある。このように世帯が少ない所に区所有の
防火水槽はあるのか、あるとすれば改修に対応
が出来るのか。
　
　過去の実績では、世帯の少ない区から防火
水槽改修の申請はないが、今後、行政区の世

防火水槽改修工事に補助防火水槽改修工事に補助防火水槽改修工事に補助

質疑

回答

帯数や人口の調査を行い、対応について検討し
ていかなければならないと考えている。

　令和５年度から、税金の徴収方法が変わり
ます。伊万里市では、これまで納税者の利便性
を考え、市県民税・固定資産税・国民健康保険
税の３税をまとめて徴収する集合徴収方式で
納税して頂いています。
　現在、税務に関する情報システムは、自治体
ごとに個別のシステムが利用されています。国
はこのような状態を全国一律にするために、基
準に適合した標準システムへの移行及び利用
を義務化しており、本市も標準的な準拠システ
ムを導入し、３税をそれぞれに納税する単税徴
収方式に移行されます。来年度からの実施に
向け、市の広報やホームページ等で周知されま
すのでご確認下さい。
　・周知用チラシの各戸配布
　・市外納税者へ変更のお知らせ送付
　・周知用ポケットティッシュの配布
　・税目ごとに示した納期カレンダーの配布

市税の納め方が変わります市税の納め方が変わります市税の納め方が変わります

七ツ島工業団地ガントリークレーン

　消防用設備管理事業については、人口減
少社会において行政区の負担増が予想さ
れる。今後、行政区の負担率の軽減を検討
するよう求めました。
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伊万里市議会だより 第83号

第３回臨時会　令和４年８月１日（月）

令和4年度一般会計予算
                        ８月補正額
                        予 算総額　　

110万5,000円
295億2,465万9,000円

上程された議案は、すべて可決しました

　市税の単税化に向けてより広く周知するための経費、生活困窮者の支援機能の強化を
図るための経費、オミクロン株に対応したワクチン接種体制の確保のための経費、市外
在住者がＵターンを促し、定住を促進するため、実家の改修等に対する補助金、大川小
学校と松浦小学校の統合に伴う、留守家庭児童クラブの整備に要する経費等のため、増
額しました。

第３回定例会　令和４年９月２日（金）～１０月１７日（月）

令和4年度一般会計予算
                        ９月補正額
                        予 算総額　　

10億3,508万8,000円
305億5,974万7,000円

　国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用し、障がい福祉施設
等に対する支援金、住民税非課税世帯等に対する給付金、光熱費負担を軽減するための
省エネ性能の高いエアコン又は冷蔵庫の買替えに対する補助金、施設園芸農家及び畜産
農家に対する支援金等のため、増額しました。

令和4年度一般会計予算
                      10月補正額
                        予 算総額　　

5億6,115万5,000円
311億2,090万2,000円

上程された議案は、すべて可決、認定、同意および異議ない旨答申しました

人権擁護委員候補者の推薦　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第104回選抜高等学校野球選手権大会へ出場した有田工業高等学校の
出場経費等補助のため、増額しました。

松本　裕史 氏 （立 花 町）　　梶原　敏雄 氏 （黒 川 町）
福地　佳野 氏 （波多津町）　　松尾ふき子 氏 （松 浦 町）
高木　和之 氏 （山 代 町）　　　　　　　　　　　　　　　

教育委員会委員の選任 　　　　　　　藤田　　樹 氏 （二 里 町）

　決算については16ページへ
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　令和４年８月28日に、七ツ島工業団地への
2本目のアクセス道路となる臨港道路七ツ島線
が開通し、コンテナターミナルへのルートが増
え、利便性が向上しました。また、車両の出入
りを分散することができ、黒川地区の渋滞の緩
和にも期待しています。
　令和４年度から新たに開始した東南アジア・
台湾との輸出入において、佐賀県伊万里港振
興会の積極的な活動により想定以上にコンテ
ナ貨物の利用増加が見込まれ、コンテナ助成
制度の負担金を増額しました。また、コンテナ
貨物の増加に対応するため、令和4年7月4日
に佐賀県により２基目のガントリークレーンが
設置され、11月ごろに供用開始されます。こ
れに伴い完成式典の開催に要する経費を負担
します。

　伊万里港コンテナ貨物助成事業負担金
　　　　　　　　補正額：862万３千円
　ガントリークレーン完成式典開催負担金
　　　　　　　　　　　　　　　22万円

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

伊万里港コンテナターミナル伊万里港コンテナターミナル伊万里港コンテナターミナル

　今回、大川町戸石川区、二里町中田区が所
有する防火水槽の改修にかかる経費に対し、
補助交付要綱に従い事業費から10万円を差し
引いた額の70％に当る79万４千円を補助しま
す。２ヶ所の防火水槽については、共に経年劣
化により破損している防火水槽回りのフェンス
取替工事で、戸石川区は全面改修（補助43万
円）、中田区は一部改修（補助36万４千円）が
行われます。
　
　市内の行政区の中には、２世帯しかない区も
ある。このように世帯が少ない所に区所有の
防火水槽はあるのか、あるとすれば改修に対応
が出来るのか。
　
　過去の実績では、世帯の少ない区から防火
水槽改修の申請はないが、今後、行政区の世

防火水槽改修工事に補助防火水槽改修工事に補助防火水槽改修工事に補助

質疑

回答

帯数や人口の調査を行い、対応について検討し
ていかなければならないと考えている。

　令和５年度から、税金の徴収方法が変わり
ます。伊万里市では、これまで納税者の利便性
を考え、市県民税・固定資産税・国民健康保険
税の３税をまとめて徴収する集合徴収方式で
納税して頂いています。
　現在、税務に関する情報システムは、自治体
ごとに個別のシステムが利用されています。国
はこのような状態を全国一律にするために、基
準に適合した標準システムへの移行及び利用
を義務化しており、本市も標準的な準拠システ
ムを導入し、３税をそれぞれに納税する単税徴
収方式に移行されます。来年度からの実施に
向け、市の広報やホームページ等で周知されま
すのでご確認下さい。
　・周知用チラシの各戸配布
　・市外納税者へ変更のお知らせ送付
　・周知用ポケットティッシュの配布
　・税目ごとに示した納期カレンダーの配布

市税の納め方が変わります市税の納め方が変わります市税の納め方が変わります

七ツ島工業団地ガントリークレーン

　消防用設備管理事業については、人口減
少社会において行政区の負担増が予想さ
れる。今後、行政区の負担率の軽減を検討
するよう求めました。
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（委員長）中山 光義／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／前田 邦幸／井手 勲／馬場 繁／前田 久年
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ますます便利を身近にますます便利を身近にますます便利を身近に

売りやすく買いやすく売りやすく買いやすく売りやすく買いやすく

【戸籍住民基本台帳事業】

　マイナンバーカードの申請及び交付につい
て、市民に広く周知を行うため、新聞の折り
込みチラシや市内のスーパー等で配布される
フリーペーパーに広告が掲載されます。
　

【空家等管理促進事業】

　地域に増えている空き家の利活用を促進す
るため、空き家の家財処分等に要する経費が
補助されます。
　対象者は、空き家情報バンク物件の登録予
定者又は購入者です。
　対象経費は、家財の処分又は移設、樹木伐
採、草刈り等です。特に処分に迷う「仏壇」
は、魂抜きをしたらクリーンセンターに持ち
込むことが可能です。なお、大きさが2ｍ以
上ある場合は、切断することで持ち込みが可
能となります。
　補助率は、対象経費の1/2で、上限額は10
万円です。

住み慣れた故郷で快適な暮らしを住み慣れた故郷で快適な暮らしを住み慣れた故郷で快適な暮らしを

自治公民館を安全な場所に自治公民館を安全な場所に自治公民館を安全な場所に

【実家に帰ろう住宅改修等支援事業】

　市外在住者の市内定住促進と将来の空き家
化を未然に防ぐため、実家の改修等に要する
経費が補助されます。
　対象者は、Uターンする者またはその配偶
者で69歳以下の者及びそれらの者が居住し
ようとする実家の所有者です。
　要件は、市内にある実家を改修または解体
新築して５年以上居住する意思が必要です。
ただし、転出や死亡などの理由により居住期
間が５年に満たない場合は、月割りで補助金
を返還する必要があります。
　対象経費は、実家の改修または解体新築に
要する経費となっています。

【自治公民館新改築支援事業】

　自治公民館の新改築に要する経費が補助さ
れます。
　補助率は、200万円以上の新築や改築に要
する経費の20/100以内（上限額80万円）と
なっています。

広告掲載のチラシと
フリーペーパー

➡

補正額：55万3千円

補正額：50万円 補正額：58万円

補正額：86万円

意見

　戸籍住民基本台帳事業のマイナンバー
カード取得促進については、なお一層の
推進に努めるよう求めました。
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（委員長）力武 勝範／（副委員長）山口 常人／盛 泰子／松尾 真介／香月 孝夫／樋渡 雅純／笠原 義久

心豊かな人づくり心豊かな人づくり心豊かな人づくり
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【生活困窮者自立支援事業】
　生活困窮者自立支援事業のうち、機能強化
プラットホーム整備事業に係る委託料です。
コロナ禍の物価高騰等の影響による生活困窮
者の多様な支援ニーズに対応するため、支援
を行う方法や、支援を行う民間団体との連携
体制について検討するプラットホームが設置
されます。

　補正額：505万1千円
　（県）478万8千円　（市）26万3千円

【新型コロナウイルスワクチン接種事業】
 国において新型コロナワクチンの４回目接
種対象者が拡大されるとともに、オミクロン
株に対応したワクチンの接種体制を確保する
ように示されたものです。

　補正額：2億8,755万9千円
　（国）2億8,701万7千円 （市）54万2千円

・新型コロナウイルスワクチン接種の進捗状況
　初回接種（１・２回目接種）完了者は、３
回目接種以降はオミクロン株対応ワクチン
（BA.１対応型またはBA．４／５対応型）を
１回接種することとされています。その後の
ワクチン接種については、今後、科学的知見
等の収集に努める中で検討することとされて
います。
　また、初回接種（１・２回目接種）に使用
するワクチンは、引き続き、従来型のワクチ
ンとなります。
　使用するワクチンの種類等を変更する場合
は、市ホームページ等でお知らせします。

【学びの保障対策事業】
 市内の小・中学校では１人１台のタブレッ
トを使い、教養を高める為の授業がなされて
います。
 国の「公立学校情報機器整備費補助金」を
活用し、ＩＣＴ活用支援体制に加え、タブレ
ットなどの端末管理を安定的に行う体制が構
築されます。
 
　補正額：269万9千円
　（国）294万円　　　（繰入）△30万円
　（市） 15万9千円 

健康づくり　人づくり健康づくり　人づくり健康づくり　人づくり

・未接種の人は、ワクチン接種をぜひご検討
ください
　新型コロナウイルスワクチンは、感染や重
症化を予防する高い効果が認められています
が、特に若年層の接種が進んでいない状況に
あります。ワクチン接種は皆さん自身を守る
だけでなく、家族、友人、高齢者など、大切
な方を守ることにもつながります。感染しな
い、感染させないためにも接種をぜひご検討
ください。

【国民スポーツ大会、                              
　全国障がい者スポーツ大会推進事業】

 国民スポーツ大会（SAGA2024)に向け、障
がいのある方が主体的に運動やスポーツに親
しんで頂けるよう、障がい者スポーツ用備品
を購入します。
・フライングディスク競技用備品（７セット）
　　　　　　　　　　　　　　　　155万円
・ボッチャ競技用備品（７セット）
　　　　　　　　　　　　　　　65万5千円

　補正額：220万5千円（諸収）220万5千円
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（委員長）中山 光義／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／前田 邦幸／井手 勲／馬場 繁／前田 久年
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ますます便利を身近にますます便利を身近にますます便利を身近に

売りやすく買いやすく売りやすく買いやすく売りやすく買いやすく
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て、市民に広く周知を行うため、新聞の折り
込みチラシや市内のスーパー等で配布される
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ＤＸ推進調査特別委員会は、ＤＸとは何か、ま

た今日、政府が推進しているＤＸ推進計画とはど

のようなものか、さらに、本市がＤＸ推進事業を

どのように進めようとしているのかを調査研究す

ることを目的としています。

ＤＸとは、デジタルトランスフォーメーション

の略で、デジタル技術が社会に浸透することで

人々の生活をより良いものへと変化させていくこ

とを指しています。

行政サービスにおいて、デジタル技術やデータ

を活用して、住民の利便性を向上させ、業務効率

化を図り、行政サービスの更なる向上に繋げてい

くものです。

伊万里市では「デジタル化を推進し、市民の視

点に立った住みやすい環境づくり」の実現に向け

て推進ビジョンが示され、伊万里市デジタルトラ

ンスフォーメーション推進計画が策定されまし

た。

組織は、副市長を本部長とし、庁内の部長を本

部員とした全庁横断的な組織として推進本部が設

置され、施策の意思決定が行われます。

伊万里市ＤＸ推進ビジョンは、基本方針となる

「人口減少を抑制し、活力あふれるまち」「デジ

タル化を推進し、市民の視点に立った住みやすい

環境づくり」を踏まえ、産業、行政、地域の３分

野で推進が図られます。

産業分野については、商工業ＤＸ、スマート農

業、デジタル技術を活用した観光振興等、行政に

ついては、届け出等の電子化、業務の効率化等が

推進されます。地域においては、地域内外の情報

共有、外国人との共生、★デジタルデバイド対策

等、また電子回覧板については既に大川町の一部

地域において実証実験が行われ、今後の参考とな

るアンケート回収も行われています。

特別委員会においては、委員各自のＤＸに関す

る知識の探求はもちろんのこと、まずＤＸ推進を

先進的に取り組まれている自治体を視察し、ＤＸ

が行政をはじめ各分野でどのように推進が図ら

れ、どのような効果が上がっているのかを学ぶこ

とが重要であると判断しました。そこで市民に直

結する行政分野に的を絞り、都城市、熊本市、荒

尾市を視察し、本市のＤＸ推進に反映させたいと

考えています。

　　　

推進ビジョン

特別委員会の今後の活動

はじめに

伊万里市では

ＤＸとは

（委員長）前田 邦幸／（副委員長）香月 孝夫／前田 久年／松尾 真介／前田 敏彦／中山 光義

DX推進調査特別委員会

（委員長）松永 孝三／（副委員長）井手 勲／川田 耕一／山口 常人／馬場 繁／松尾 雅宏／笠原 義久

地域・生活支援調査特別委員会

１．東山代町元気バス事業については、路線バ
ス廃止により、代替運行手段として「元気バ
ス協議会」が設立され、町民が望む地域交通
手段のあり方を研究し、地域公共交通で無駄
の少ない最適な運行形態のバス事業を継続的
に展開することを目的として平成21年４月
から県の採択を受けて実証実験を開始して現
在に至っています。運行形態は、東山代町民
の会員制で事前に会員券（乗車券）を購入
し、貸切バスによる定時定路線運行で、路線
は東山代町の川内野から伊万里市街地までと
なっています。週３日、１日６便運行し、運
賃は、町内エリアで片道100円または200
円、市街
地まで行
く場合に
は、更に
1 0 0円加
算されま
す。 

２．山代町では、いまりんバス「地域線」が平
成21年11月より運行を開始されて山代町の
東西を横断し、途中の地区を結ぶ路線となっ
ています。週２日、１日３便運行し、運賃は
大人100円、小学生は50円、幼児は無料、
障がい者（中学生以上）は50円、障がい児
は無料となっています。10月より利用者の
利便性の向上を図るため、現在のコースを見
直し、スーパーマーケットまで行くコースを
設定しましたが、利用者が増加するかが課題
です。

　　　べんりカーやましろ号については、地域

　本委員会では、地域交通の実情を把握するため、町で実施されている地域交通支援
活動の取り組みについて聞き取りを実施し、事業の立ち上げの経緯などについて聞き
取りを行いました。

の高齢化が進み、交通弱者の増加が今後見込
まれる中、山代町元気なまちづくり運営協議
会で、山代町に最適な地域交通のあり方につ
いて検討し、令和３年度に「県くらしのモビ
リティ確保推進事業」を活用し、10月～12
月までの間、自宅から目的地までを結ぶ山代
町移動支援事業の試験運行を実施し、令和４
年度から「市介護予防・日常生活支援総合事
業地域支え合い事業」の採択を受けて、５月
27日より本格運行を開始されています。

　　　利用者は山代町在住で、介護保険の認定
をうけた要支援者や高齢者など、移動が困難
な人で、事前登録をしていただき、利用日の
前日までに予約することとなっています。 
高齢者サロンや百歳体操等の介護予防活動の
送迎や病院や買い物の支援の移動手段として
利用、料金は、1kmあたり15円で、町内在
住のボランティアのみなさんが運転手をされ
ています。今後は運転をされるボランティア
の確保と所
有する車両
の維持管理
と更新時の
資金調達が
課題と考え
られていま
す。

３．今後は、地域内フィーダー系統（地域コミ
ュニティバス等）の取り組みをされているコ
ミュニティバスの運用、及びデマンドタクシ
ーの運用をされている地域でのデマンドタク
シーとの関わりについて、聞き取り調査を予
定しています。

東山代コミュニティセンター

山代コミュニティセンター
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成21年11月より運行を開始されて山代町の
東西を横断し、途中の地区を結ぶ路線となっ
ています。週２日、１日３便運行し、運賃は
大人100円、小学生は50円、幼児は無料、
障がい者（中学生以上）は50円、障がい児
は無料となっています。10月より利用者の
利便性の向上を図るため、現在のコースを見
直し、スーパーマーケットまで行くコースを
設定しましたが、利用者が増加するかが課題
です。

　　　べんりカーやましろ号については、地域

　本委員会では、地域交通の実情を把握するため、町で実施されている地域交通支援
活動の取り組みについて聞き取りを実施し、事業の立ち上げの経緯などについて聞き
取りを行いました。

の高齢化が進み、交通弱者の増加が今後見込
まれる中、山代町元気なまちづくり運営協議
会で、山代町に最適な地域交通のあり方につ
いて検討し、令和３年度に「県くらしのモビ
リティ確保推進事業」を活用し、10月～12
月までの間、自宅から目的地までを結ぶ山代
町移動支援事業の試験運行を実施し、令和４
年度から「市介護予防・日常生活支援総合事
業地域支え合い事業」の採択を受けて、５月
27日より本格運行を開始されています。

　　　利用者は山代町在住で、介護保険の認定
をうけた要支援者や高齢者など、移動が困難
な人で、事前登録をしていただき、利用日の
前日までに予約することとなっています。 
高齢者サロンや百歳体操等の介護予防活動の
送迎や病院や買い物の支援の移動手段として
利用、料金は、1kmあたり15円で、町内在
住のボランティアのみなさんが運転手をされ
ています。今後は運転をされるボランティア
の確保と所
有する車両
の維持管理
と更新時の
資金調達が
課題と考え
られていま
す。

３．今後は、地域内フィーダー系統（地域コミ
ュニティバス等）の取り組みをされているコ
ミュニティバスの運用、及びデマンドタクシ
ーの運用をされている地域でのデマンドタク
シーとの関わりについて、聞き取り調査を予
定しています。

東山代コミュニティセンター

山代コミュニティセンター

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

決　
　

算

★デジタルデバイド対策・・・パソコンやインターネットなどの情報技術（IT）を
　使いこなせる者と使いこなせない者の間に生じる格差への対策



8

　

伊万里市議会だより 第83号

一　般　質　問（質問順）

議員名 質　問　事　項 議員名 質　問　事　項
１．伊万里市が誇る焼物文化、歴史を広く継承す
る為の今後の方策について

２．市内高校の大幅な定員割れの現状と問題点
について

３．喫緊の課題である自治区の統合問題につい
て

１．伊万里市職員の育児休業等に関する条例制
定に伴う職員数の充足について

　⑴法改正の背景について
　⑵市職員数の定数と現有数
　⑶育児休業等の取得率
　⑷法改正に伴う環境整備等の必要性
２．介護保険と地域包括ケアにおける市の役割
について

　⑴介護保険の現状について
　⑵地域包括ケアについて
　⑶認知症条例の制定について提言
１．カブトガニの保護促進について
　⑴カブトガニと生息地の現状
　⑵保護活動の現状と課題
２．子宮頸がん予防ワクチン接種について
　⑴子宮頸がんについて
　⑵HPVワクチンについて
　⑶接種後の副反応について
３．法定外公共物の取り扱いについて
　⑴国から譲与された公有財産の現状
　⑵譲与外財産について
１．桃川親水公園の整備について
　⑴公園の施設について
　⑵利用状況について
　⑶今後の施設改修について
２．スポーツの振興について
　⑴SAGA2024国スポ・全障スポの取組み状況

について
　⑵中学校の部活動について
　⑶全国大会等出場の支援について
　⑷スポーツ施設の整備充実について
１．令和４年度肥料・燃油・飼料高騰対策事業に
ついて

１．教育行政について
　⑴小中学校の教育時間について
　⑵先生方の働き方改革について
　⑶特別教室のエアコン設置について
２．地域医療の考えについて
　⑴国が考える地域医療について
　⑵市内の現状について
　⑶今後の地域医療に対する考えについて
１．妊婦を対象とした健康保健事業について
２．０、１、２歳児における保育料の負担額につ
いて

３．小・中学校及び義務教育学校における特別教
室のエアコン設置について

　⑴市内における特別教室のエアコン設置率
　⑵夏季における特別教室での授業実施の状況
　⑶特別教室へのエアコン設置についての方針

笠原　義久

中山　光義

梶山　　太

馬場　　繁

松尾　雅宏

前田　邦幸

加藤奈津実

１．新型コロナウイルス感染症について
　⑴佐賀県発表の全数把握見直しについて
　⑵市内の発生状況と今後の見通しについて
　⑶濃厚接触者について
　⑷今後の市の対応について
１．市庁舎の建替えについて
　⑴現在の取組状況
　⑵空調設備
　⑶現庁舎での課題や問題点
　⑷建設資金積み立て
　⑸プロジェクトチーム編成
２．マイナンバーカード普及推進について
　⑴マイナンバー制度
　⑵マイナポイント事業
　⑶マイナンバーカードの活用方法
　⑷推進体制
１．持続可能な地域社会の存続について
　⑴市内の区の数・世帯数が最も多い区の世帯

数・最も少ない区の世帯数
　⑵区への未加入者の増加について、市の考えは
　⑶自治会等への加入を規定する条例制定につ

いて
２．国道204号久原大踏切交差点の交通対策につ
いて

　⑴久原大踏切交差点の現在の状況について
　⑵山代町交通対策協議会要望の検討状況につ

いて
　⑶国道204号の右折レーン整備について
１．災害対応について
　⑴防災士について
　⑵避難情報について
　⑶指定避難所の運営について
２．伊万里市のシティプロモーションについて
　⑴組織機構改革に至った経緯等
　⑵今後のシティプロモーションの取り組み
１．「いまり秋祭り」開催について
　⑴開催経緯及び主旨
　⑵開催内容
　⑶開催時の新型コロナウイルス感染症対策
　⑷創意工夫
１．公共施設トイレのＵＤ（ユニバーサルデザイ
ン）化について

　⑴ハード面
　⑵ソフト面
２．交通安全施設要望への対応
　⑴渚公民館前の横断歩道設置
　⑵富士町横断歩道の移設
３．子どもの医療費助成について
　⑴経緯
　⑵県への半額補助の要請状況
１．市の健康増進事業について
　⑴健康診断受診率
　⑵受診率ＵＰのために
　⑶成人病対策
２．SAGA2024国スポ・全障スポに向けて
　⑴現状
　⑵今後の計画
　⑶国見台公園について
３．マイナンバーカードの普及率ＵＰに向けて
　⑴市の交付率と交付税への反映について
　⑵市の対策
４．西九州道路の進捗状況について
　⑴現状
　⑵市の対策
　⑶要望活動等について

川田　耕一

力武　勝範

松永　孝三

前田　久年

香月　孝夫

盛　　泰子

山口　恭寿

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

決　
　

算
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伊万里市議会だより 第83号

一　般　質　問（質問順）
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る為の今後の方策について
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について
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定に伴う職員数の充足について

　⑴法改正の背景について
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　⑶育児休業等の取得率
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　⑵保護活動の現状と課題
２．子宮頸がん予防ワクチン接種について
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　⑵中学校の部活動について
　⑶全国大会等出場の支援について
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　⑴現在の取組状況
　⑵空調設備
　⑶現庁舎での課題や問題点
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２．マイナンバーカード普及推進について
　⑴マイナンバー制度
　⑵マイナポイント事業
　⑶マイナンバーカードの活用方法
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１．持続可能な地域社会の存続について
　⑴市内の区の数・世帯数が最も多い区の世帯

数・最も少ない区の世帯数
　⑵区への未加入者の増加について、市の考えは
　⑶自治会等への加入を規定する条例制定につ

いて
２．国道204号久原大踏切交差点の交通対策につ
いて

　⑴久原大踏切交差点の現在の状況について
　⑵山代町交通対策協議会要望の検討状況につ

いて
　⑶国道204号の右折レーン整備について
１．災害対応について
　⑴防災士について
　⑵避難情報について
　⑶指定避難所の運営について
２．伊万里市のシティプロモーションについて
　⑴組織機構改革に至った経緯等
　⑵今後のシティプロモーションの取り組み
１．「いまり秋祭り」開催について
　⑴開催経緯及び主旨
　⑵開催内容
　⑶開催時の新型コロナウイルス感染症対策
　⑷創意工夫
１．公共施設トイレのＵＤ（ユニバーサルデザイ
ン）化について

　⑴ハード面
　⑵ソフト面
２．交通安全施設要望への対応
　⑴渚公民館前の横断歩道設置
　⑵富士町横断歩道の移設
３．子どもの医療費助成について
　⑴経緯
　⑵県への半額補助の要請状況
１．市の健康増進事業について
　⑴健康診断受診率
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松永　孝三
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香月　孝夫

盛　　泰子

山口　恭寿
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知
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せ

常
任
委
員
会
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別
委
員
会

一
般
質
問

決　
　

算

◆市議会ホームページから一般質問の動画が視聴できます。「伊万里市議会」で検索。
　または、表紙の二次元コードからご覧ください。

質
問　

市
庁
舎
は
、
築
４８
年
が
経
過
し
、

空
調
設
備
や
給
排
水
設
備
等
が
老
朽
化

し
て
い
る
。
庁
舎
を
建
て
替
え
る
場
合
、

計
画
か
ら
実
施
ま
で
概
ね
１０
年
程
度
の

期
間
を
要
す
る
。
ま
た
、
庁
舎
建
設
に

は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
将
来

の
負
債
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
負
担
の

平
準
化
を
図
る
た
め
に
も
計
画
的
に
積

立
金
を
増
額
す
る
必
要
が
あ
る
。
庁
舎

建
設
に
特
化
し
た
基
金
創
設
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

庁
舎
建
設
に
対
す
る
基
金
の
積
立
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

現
在
創
設
し
て
い
る
公
共
施
設
整
備
基

金
へ
の
積
立
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
庁
舎
を
優
先
的
に
進
め
て
ほ

し
い
と
い
う
話
で
は
な
い
。
庁
舎
建
設

に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
の
せ
て
話
し
合
い
の

場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。
庁
舎
を
建
設

す
る
場
合
、
新
庁
舎
を
ど
の
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
に
す
る
か
、
様
々
な
視
点
か

質
問

答
弁

質
問

ら
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
今
の
市
長
の
任
期
中
に
、
庁

舎
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
を
立

ち
上
げ
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

市
長

　

当
面
は
、
学
校
施
設
等
の
統
廃
合
や

給
食
セ
ン
タ
ー
の
大
幅
改
修
等
を
優
先

的
に
進
め
て
い
く
。
市
庁
舎
を
優
先
的

に
進
め
て
い
く
と
い
う
考
え
は
な
い
。

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

  

普
及
推
進

質
問　

現
在
国
で
は
、
年
度
末
ま
で
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
す
べ
て
の
国

民
に
交
付
す
る
目
標
を
掲
げ
、
対
策
と

し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
、

さ
ら
に
は
自
治
体
ご
と
の
交
付
率
を
地

方
交
付
税
に
反
映
さ
せ
る
と
し
、
自
治

体
へ
の
推
進
強
化
を
促
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
伊
万
里
市
で
も
担
当
部
署
に
て

積
極
的
な
普
及
推
進
活
動
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
期
間
の
制
約
が
あ
る
た
め
、

全
庁
・
全
職
員
挙
げ
て
の
取
組
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
長

　

全
庁
挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
各
部
署
へ
指
示
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
険
証
と
し
て
使

用
で
き
る
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

よ
く
提
供
で
き
る
環
境
整
備
も
必
要
で

あ
る
。

答
弁

質
問

答
弁

市
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て

　
質
問　

県
発
表
の
全
数
把
握
見
直
し
に

つ
い
て
、
変
更
点
と
問
題
点
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

こ
れ
ま
で
は
医
療
機
関
か
ら
報
告
す

る
項
目
が
数
多
く
あ
っ
た
が
、
負
担
軽

減
の
た
め
最
小
限
の
項
目
を
報
告
す
る

よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
９

月
２
日
か
ら
は
県
か
ら
の
感
染
者
数
の

報
告
も
県
内
の
市
町
村
に
は
報
告
さ
れ

な
く
な
っ
た
の
で
、
市
内
の
感
染
者
数

の
把
握
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
届
け
出

対
象
外
の
軽
症
者
等
の
容
態
の
急
変
な

ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
陽
性
者
登
録

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
本
人
が
登
録

を
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
登
録
を

す
る
こ
と
で
従
来
の
支
援
や
ケ
ア
を
受

け
ら
れ
る
の
で
、
個
人
へ
の
通
知
の
他

に
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
に
努
め
た
い
と
思
う
。

質
問　

市
内
の
感
染
状
況
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

８
月
は
爆
発
的
な
感
染
拡
大
が
起
き
、

市
内
で
も
多
数
の
陽
性
者
が
出
た
が
、

質
問

答
弁

質
問

答
弁

９
月
に
入
り
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
市
内
の
感
染
者
数
の
把
握
が

で
き
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
は
様
子
を

見
守
り
た
い
。

質
問　

濃
厚
接
触
者
の
定
義
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

国
の
定
義
で
は
、
陽
性
判
明
の
２
日

前
か
ら
近
距
離
で
接
触
の
あ
っ
た
者
。

マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず
、
感
染
対
策
を
し

な
い
で
15
分
以
上
接
触
し
た
者
な
ど
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
家
庭
内
で
の
感
染

者
と
同
居
し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
る
。
判
断
は
保
健
所
で
す
る

の
で
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

質
問　

感
染
予
防
対
策
と
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

国
が
示
す
感
染
予
防
対
策
は
、
手
洗

い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
消
毒

等
が
あ
り
、
家
庭
内
で
感
染
者
が
出
た

場
合
は
部
屋
の
隔
離
、
こ
ま
め
な
換
気

な
ど
が
対
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

質
問　

濃
厚
接
触
者
は
自
宅
待
機
が
求

め
ら
れ
、
収
入
の
な
い
状
態
が
続
く
。

何
も
補
償
や
支
援
策
が
無
い
が
、
せ
め

て
市
と
し
て
無
料
の
検
査
キ
ッ
ト
な
ど

を
配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

市
長

　

心
情
的
に
は
理
解
で
き
る
が
、
濃
厚

接
触
者
の
数
は
感
染
者
よ
り
多
く
、
予

算
的
な
こ
と
も
あ
り
、
現
状
で
は
対
応

で
き
な
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

　

川
田
　
耕
一

力
武
　
勝
範
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伊万里市議会だより 第83号

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

決　
　

算

松
永
　
孝
三

質
問　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
避
難
要
支
援
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
。

　
　
　

総
務
部
長

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

避
難
す
る
場
合
に
は
、
区
長
や
地
区
防

災
会
、
民
生
委
員
会
、
地
元
消
防
団
の

皆
さ
ん
が
連
携
し
て
声
か
け
巡
回
や
避

難
の
手
助
け
な
ど
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問　

自
治
公
民
館
を
避
難
所
に
指
定

で
き
な
い
か
。

　
　
　

総
務
部
長

　

指
定
避
難
所
は
あ
く
ま
で
一
定
の
設

備
機
能
な
ど
を
備
え
る
市
の
所
有
施
設

と
し
、
自
治
公
民
館
ま
で
指
定
避
難
所

に
広
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

  
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

  

に
つ
い
て

質
問　

２
年
半
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
と
検
証
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　

市
内
で
の
情
報
発
信
に
よ
る
郷
土
愛

の
醸
成
と
対
外
的
な
情
報
発
信
と
い
う
、

両
方
の
視
点
で
多
様
な
事
業
を
推
進
し

よ
う
と
専
門
部
署
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
共
に
歩
み
を
進
め
た
２
年

半
で
し
た
が
、
長
期
休
校
中
に
児
童
生

徒
向
け
に
教
育
委
員
会
と
共
同
で
制
作

し
た
伊
万
里
版
教
育
テ
レ
ビ
は
佐
賀
県

の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
伊
万
里
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
公
募
、
慶
應
義
塾

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
関
係
人
口
の
創

出
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分

で
な
い
点
も
あ
る
の
で
本
市
固
有
の
魅

力
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

今
後
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

　

本
市
在
住
で
タ
レ
ン
ト
の
石
本
愛
さ

ん
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
公
認

サ
ポ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
ま
し
た
の
で
、

新
鮮
な
情
報
発
信
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
は
必
要

不
可
欠
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

都
市
部
の
大
企
業
等
に
勤
め
る
副
業
人

材
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
既
に
20

名
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
て
お
り
、
概

ね
10
月
中
旬
頃
に
は
こ
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
人
材
を
決
定
し
、
本
市
の
軸
と
な
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
し
っ
か
り
と
構
築
し

て
ま
い
り
た
い
。

質
問

答
弁

災
害
対
応
に
つ
い
て

質
問　

市
内
の
区
の
数
と
、
世
帯
数
が

最
も
多
い
区
の
世
帯
数
、
及
び
最
も
少

な
い
区
の
世
帯
数
に
つ
い
て
。

　
　
　

総
務
部
長

　

本
年
３
月
末
現
在
ま
で
１
８
１
区
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
１
７
９
区
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

最
も
多
い
区
は
７
５
２
世
帯
、
最
も

少
な
い
区
は
２
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

区
へ
の
未
加
入
の
増
加
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

市
の
様
々
な
分
野
の
政
策
を
進
め
る

上
に
お
い
て
も
、
自
治
会
の
存
在
そ
の

も
の
は
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す

の
で
、
未
加
入
者
の
増
加
は
、
憂
慮
す

べ
き
と
こ
ろ
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

自
治
会
等
へ
の
加
入
を
規
定
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
　

総
務
部
長

　

条
例
に
お
い
て
自
治
会
へ
の
加
入
を

原
則
的
な
方
針
と
し
て
努
力
義
務
の
よ

う
な
形
で
規
定
し
た
場
合
、
現
実
的
な

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

実
効
性
を
考
え
ま
す
と
効
果
に
つ
い
て

は
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
で
、
条
例
の
制

定
ま
で
は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

  

国
道
２
０
４
号
久
原
大
踏
切

  

交
差
点
の
交
通
対
策
に
つ
い
て

質
問　

①
久
原
大
踏
切
交
差
点
の
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
②
山
代
町
交
通
対
策

協
議
会
要
望
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
③

国
道
２
０
４
号
の
右
折
レ
ー
ン
の
整
備

に
つ
い
て
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長　
　
　
　
　
　

　

①
県
が
今
年
度
実
施
さ
れ
た
調
査
に

よ
り
ま
す
と
、
一
日
の
上
り
下
り
の
合

計
が
、
約
８
２
０
０
台
程
度
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
伊
万
里
団
地
内
の

工
事
関
係
車
両
の
交
通
量
に
つ
い
て
で

す
が
、
10
月
頃
ま
で
ピ
ー
ク
に
１
日
９

０
０
台
の
車
両
が
通
過
し
、
交
通
量
も

非
常
に
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

伊
万
里
警
察
署
に
確
認
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
人
身
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

物
損
事
故
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
元

年
か
ら
３
カ
年
の
合
計
で
1６
件
、
今
年

に
入
っ
て
７
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
②
伊
万
里
警
察
署
を
通
し

て
確
認
し
た
内
容
で
、「
現
在
検
討
中
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
③
国
道
２
０
４
号

の
右
折
レ
ー
ン
の
整
備
の
要
望
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
の
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

質
問

答
弁

持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
存
続
に
つ
い
て

　

 

前
田
　
久
年
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伊万里市議会だより 第83号

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

決　
　

算

質
問　

①
新
た
に
作
る
公
共
の
ト
イ
レ

で
は
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る

か
。
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
。
②
女
性
用
ト
イ

レ
へ
の
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
配
置
は
。

③
市
役
所
本
庁
１
階
の
ト
イ
レ
の
改
修

は
。

　
　
　

①
建
設
農
林
水
産
部
長
、
②
教

育
長
、
③
総
合
政
策
部
長

　

①
施
設
の
用
途
に
合
わ
せ
て
お
む
つ

替
え
シ
ー
ト
や
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
な
ど
必

要
な
設
備
を
設
置
。
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
は
衛
生
面
の
配
慮
も
必
要
な
の

で
、
ま
ず
は
市
役
所
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
。
②
養
護
教
諭
と
の
協
議
を
経
て
、

民
間
団
体
か
ら
小
学
校
４
校
、
中
学
校

４
校
、
市
民
図
書
館
へ
配
置
し
て
頂
い

て
い
る
。③
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

洋
式
化
を
検
討
中
。

　

交
通
安
全
施
設

質
問　

横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
警

質
問

答
弁

質
問

察
か
ら
も
指
摘
の
あ
っ
た
２
カ
所
へ
の

対
応
状
況
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

渚
公
民
館
前
の
横
断
歩
道
は
、
警
察

が
そ
の
必
要
性
を
認
め
た
た
め
、
設
置

へ
向
け
た
協
議
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

歩
道
の
延
長
が
必
要
で
あ
る
富
士
町
Ｔ

字
路
は
、
歩
道
の
設
計
で
時
間
を
要
し

た
が
、
年
度
内
の
完
成
を
予
定
し
て
い

る
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成

質
問　

①
医
療
費
助
成
の
う
ち
、
未
就

学
児
分
は
県
と
市
で
負
担
し
て
い
る

が
、
小
中
学
生
分
は
全
額
市
が
負
担
。

こ
こ
３
年
間
で
２
億
円
を
超
え
、
県
補

助
が
あ
れ
ば
、
子
育
て
支
援
な
ど
１
億

円
の
別
の
事
業
が
可
能
。
県
へ
の
要
請

状
況
は
。
②
県
内
女
性
議
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
県
議
会
へ
の
請
願
は
、
討

論
も
な
い
ま
ま
不
採
択
と
な
っ
た
。
市

長
か
ら
強
く
申
し
入
れ
る
べ
き
。

　
　
　

①
健
康
福
祉
部
長
、
②
市
長

　

①
令
和
３
年
度
の
助
成
額
は
８
千
万

円
近
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
件
は
10
年

前
か
ら
毎
年
知
事
へ
要
望
し
て
い
る
が

実
現
し
て
い
な
い
。
②
福
岡
県
な
ど
で

は
行
わ
れ
て
お
り
、
他
の
市
長
も
同
じ

思
い
な
の
で
Ｇ
Ｍ
21
な
ど
で
取
り
上
げ

て
知
事
に
申
し
入
れ
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

公
共
施
設
ト
イ
レ
の

★
Ｕ
Ｄ
化

質
問　

歴
史
あ
る
「
い
ま
り
秋
祭
り
」

の
開
催
経
緯
は
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

　
「
い
ま
り
秋
祭
り
」
は
、
市
制
25
周

年
（
昭
和
54
年
）
に
始
ま
り
今
年
で
41

回
目
。
毎
回
市
民
の
皆
様
と
共
に
工
夫

を
凝
ら
し
、
郷
土
色
豊
か
で
伝
統
を
織

り
な
す
「
市
民
総
参
加
」
の
祭
り
と
し

て
守
り
育
て
ら
れ
、
本
市
の
継
続
的
な

発
展
に
欠
か
せ
な
い
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。

質
問　

近
年
の
来
場
者
の
推
移
は
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

　

平
成
元
年
1６
万
人
。
平
成
17
年
1６
万

人
、
と
推
移
し
て
い
た
。
平
成
19
年
に

は
１
万
５
千
人
ま
で
減
少
、
そ
の
後
の

創
意
工
夫
に
よ
っ
て
回
復
傾
向
（
令
和

元
年
10
万
人
）
に
あ
る
。
来
場
者
の
増

減
は
「
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
」
の
動
向

が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。勇
壮
な「
ト

ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
」
と
市
民
総
参
加
型

の
「
い
ま
り
秋
祭
り
」
の
同
時
開
催
で
、

祭
り
の
文
化
継
承
と
共
に
ま
ち
の
賑
わ

質
問

答
弁

質
問

答
弁

い
と
活
力
、
買
い
物
や
飲
食
等
個
人
消

費
の
増
加
と
い
っ
た
地
域
へ
の
経
済
効

果
が
生
ま
れ
る
。

質
問　

祭
り
参
加
人
数
の
推
移
は
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

　

最
大
は
、
昭
和
６0
年
の
総
参
加
数
３

３
０
０
人
（
内
、
総
踊
り
約
１
６
０

０
人
）。
若
干
の
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
は
誰
も
が
楽
し
め
参
加
し
や
す
い

祭
り
へ
シ
フ
ト
し
た
い
。

質
問　

今
年
の
開
催
日
や
内
容
は
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

　
【
開
催
日
】
10
月
22
日
2３
日
（
土
日
）

の
２
日
間

　
【
内
容
】
特
設
舞
台
を
中
心
に
、
わ
っ

し
ょ
い
パ
レ
ー
ド
や
総
踊
り
等
が
行
わ

れ
、
川
落
し
会
場
で
は
太
鼓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
打
上
花
火
、
ま
た
物
産
展

で
は
、
出
店
（
屋
台
）
や
伊
万
里
グ
ル

メ
な
ど
食
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。

質
問　

開
催
時
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

　

参
加
者
へ
の
体
調
管
理
徹
底
の
呼
び

か
け
、
当
日
の
検
温
や
参
加
者
氏
名
の

把
握
等
、
基
本
の
感
染
対
策
に
従
っ
て

取
組
む
。

質
問　

市
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統

文
化
を
披
露
す
る
場
を
設
け
、
後
継
者

育
成
と
共
に
、
子
ど
も
達
が
学
ぶ
機
会

の
一
つ
に
し
て
は
。

　
　
　

市
長

　

次
年
度
実
施
を
検
討
し
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

香
月
孝
夫

い
ま
り
秋
祭
り
に
つ
い
て

★UD（ユニバーサルデザイン）：性別、年齢、障がいの有無
　などに関わらず、安全で誰もが使いやすいデザイン

盛
　
　
泰
子
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お
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ら
せ

常
任
委
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会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

決　
　

算

　
　
　

肥
前
窯
業
圏
の
中
で
伊
万
里
市

は
日
本
遺
産
の
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

２
県
７
市
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

市
に
お
い
て
は
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、

認
知
度
を
周
知
さ
せ
る
為
日
本
遺
産

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
、
周
遊
型
の
バ

ス
ツ
ア
ー
の
招
致
、
焼
物
見
学
と
グ
ル

メ
体
験
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
す
る
等

窯
元
と
観
光
協
会
が
一
体
と
な
り
、
伊

万
里
市
の
焼
物
文
化
を
発
信
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
焼
物
文
化
歴
史
に
対
す

る
具
体
的
な
対
策
は
。

　
　
　

教
育
長

　

焼
物
に
関
す
る
施
設
の
拡
充
は
必
要

と
考
え
て
い
る
と
共
に
、
そ
の
重
要
性

を
市
民
と
共
有
し
、
広
く
内
外
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
長

　

伊
万
里
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
更
に
強

化
し
、
先
人
が
培
っ
た
焼
物
文
化
の
偉

大
さ
を
広
く
伝
え
て
い
く
。
観
光
の
面

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

で
も
交
流
人
口
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

の
で
、
現
在
市
内
に
あ
る
焼
物
展
示
３

施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
な
形
に
し
て
い

く
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

市
内
高
校
定
員
割
れ
問
題

　
　
　

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

教
育
長

　

伊
万
里
高
校
の
定
員
割
れ
が
顕
著
で

あ
る
。
県
教
委
は
高
校
定
員
の
調
整
を

毎
年
行
っ
て
い
る
が
、
現
状
を
掌
握
す

る
の
は
大
変
難
し
い
。
今
後
各
学
校
の

特
色
を
確
立
し
受
験
生
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
事
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
小
中
学

生
が
地
域
に
関
わ
る
こ
と
は
大
い
に
意

味
が
あ
る
と
思
う
の
で
今
後
も
続
け
て

い
く
と
共
に
、
そ
の
こ
と
が
市
民
全
体

に
郷
土
愛
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

自
治
区
の
統
合
問
題

　
　
　

自
治
区
の
統
合
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
そ
の
対
応
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

地
区
の
自
主
性
を
尊
重
す
べ
き
と
思

う
が
そ
の
必
要
性
は
深
く
受
け
止
め
て

い
る
。
人
口
減
、
少
子
高
齢
化
の
中
、

地
域
の
生
の
声
を
聞
き
、
区
長
会
と
行

政
が
連
携
し
な
が
ら
、
緊
急
性
の
あ
る

自
治
区
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

焼
物
文
化
、
歴
史
を

継
承
す
る
方
策
に
つ
い
て

　
　
　

競
技
会
場
の
整
備
状
況
は
。

　
　
　

教
育
部
長

　

ほ
ぼ
終
了
。
陸
上
競
技
場
の
整
備
も

終
了
し
、
本
年
12
月
に
は
既
存
７
基
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
更
新
、
新
た
に
２
基
の

投
光
器
を
設
置
す
る
。

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

  

普
及
率
Ｕ
Ｐ
に
向
け
て

　
　
　

総
務
省
よ
り
、
来
年
度
の
地
方

交
付
税
を
算
定
す
る
際
に
自
治
体
ご
と

に
カ
ー
ド
の
普
及
率
を
反
映
さ
せ
る
考

え
が
示
さ
れ
た
が
、
市
の
状
況
は
。

　
　
　

市
民
交
流
部
長

　

具
体
的
な
内
容
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　

総
務
省
は
普
及
率
が
平
均
未
満

の
６
２
５
自
治
体
を
重
点
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
対
象
団
体
に
指
定
し
、
名
指
し

で
対
策
強
化
を
要
請
し
て
い
る
が
、
伊

万
里
市
は
そ
の
対
象
団
体
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

他
市
町
の
取
組
状
況
は
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

有
田
町
で
は
町
内
で
使
え
る
５
０
０

０
円
相
当
の
有
田
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
商
品

券
、
長
崎
市
で
は
、
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
る
４
万
人
の
市
民
に
特
産
品
を
送

る
な
ど
用
意
。　

　
　
　

有
田
町
で
は
商
品
券
を
出
し
て

か
ら
、
普
及
率
が
Ｕ
Ｐ
し
て
い
る
。
伊

万
里
市
と
し
て
も
対
策
が
必
要
で
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

商
品
券
等
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
出
張
申
請
等
を
強
化
す
る
。

  
西
九
州
道
路
の
進
捗
状
況

  
に
つ
い
て

  　
　
　

伊
万
里
中
イ
ン
タ
ー
開
設
促
進

の
た
め
、
市
と
し
て
の
動
き
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

国
に
対
し
予
算
確
保
の
要
望
活
動
を

毎
年
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

８
月
3０
日
の
新
聞
に
佐
賀
県
知

事
が
有
明
沿
岸
道
路
と
佐
賀
唐
津
道
路

に
関
し
て
予
算
確
保
と
重
点
配
分
の
提

案
を
国
交
省
に
行
っ
て
い
る
が
、
西
九

州
道
が
入
っ
て
い
な
い
。
市
は
県
や
県

内
の
市
町
と
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
の

で
は
。

　
　
　

市
長

　

知
事
等
と
直
接
話
す
事
も
あ
る
し
、

要
望
も
行
っ
て
い
る
。

　

自
分
が
先
頭
に
立
っ
て
、
こ
れ
か
ら

も
要
望
活
動
を
続
け
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・

全
障
ス
ポ
に
向
け
て

 

   
  

笠
原
　
義
久

山
口
　
恭
寿
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一
般
質
問

決　
　

算

　
　
　

介
護
保
険
の
現
状
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

本
年
３
月
末
日
現
在
、
６5
歳
以
上
の

高
齢
者
は
１
万
７
３
９
４
人
、
高
齢
化

率
３2
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
要
介
護

者
が
２
３
３
０
人
、
要
支
援
者
が
９
２

３
人
の
合
計
３
２
５
３
人
で
、
６5
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
に
占
め
る
介
護
認
定

の
割
合
は
1８
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
介
護
認

定
者
の
抑
制
と
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

通
い
の
場
を
活
用
し
た
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
を
は
じ
め
「
い
き
い
き
脳

の
健
康
教
室
」「
た
っ
し
ゃ
か
体
操
」
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
認
知
症
高
齢
者
等
損
害
保

険
加
入
事
業
」
な
ど
、
認
知
症
高
齢
者

の
行
方
不
明
や
他
人
に
損
害
を
与
え
た

場
合
に
備
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

今
後
の
課
題
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　

全
国
的
に
大
き
く
２
つ
あ
る
。
１
つ

は
、
介
護
士
な
ど
の
専
門
職
の
人
材
不

足
。
も
う
１
つ
は
、
介
護
保
険
の
財
源

不
足
で
あ
る
。

　
　
　

市
の
介
護
保
険
料
は
県
内
で
も

高
い
が
そ
の
要
因
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
６
４
５
０

円
と
県
内
７
保
険
者
の
中
で
２
番
目
に

高
い
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要

因
は
、
市
内
の
通
所
介
護
や
居
宅
介
護

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
件
数
が
多
く
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

全
国
的
に
認
知
症
高
齢
者
が
増

加
し
て
お
り
、
認
知
症
条
例
の
制
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
増

加
し
て
い
る
。
国
会
に
お
い
て
も
、
認

知
症
基
本
法
案
が
提
出
さ
れ
、
認
知
症

施
策
に
関
す
る
計
画
の
策
定
を
促
す
規

定
が
盛
り
込
ま
れ
る
方
向
で
あ
る
。
伊

万
里
市
も
条
例
制
定
に
向
け
た
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

認
知
症
条
例
は
認
知
症
ケ
ア
に
関
す

る
理
念
や
施
策
の
方
向
性
を
定
め
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
例
で
あ

る
。
制
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
の

法
整
備
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
条
例

を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

介
護
保
険
と
地
域
包
括

ケ
ア
に
お
け
る
市
の

役
割
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
　
　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生
態
と
現
状
は
。

　
　
　

教
育
部
長

　

カ
ブ
卜
ガ
ニ
は「
生
き
て
い
る
化
石
」

と
も
呼
ば
れ
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
全
域

か
ら
九
州
北
岸
一
帯
に
か
け
て
生
息
し

て
い
た
。
高
度
成
長
期
に
激
減
し
、
現

在
は
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
「
絶
滅
危
惧
種

１
類
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
牧
島
地

区
の
多
々
良
海
岸
周
辺
は
「
伊
万
里
湾

カ
ブ
ト
ガ
ニ
繁
殖
地
」
と
し
て
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

保
護
団
体
の
現
状
は
。

　
　
　

教
育
部
長

　

全
国
的
な
組
織
は
「
日
本
カ
ブ
卜
ガ

ニ
を
守
る
会
」
が
あ
り
、
岡
山
県
笠
岡

市
、
四
国
、
福
岡
、
大
分
、
長
崎
、
伊

万
里
に
支
部
が
存
在
す
る
。
伊
万
里
で

は
、
市
民
団
体
と
地
域
・
学
校
・
行
政

の
四
者
が
一
体
と
な
っ
て
の
活
動
で
、

他
の
地
域
に
見
ら
れ
な
い
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。

　
　
　

伊
万
里
川
の
雨
水
桝
に
迷
い
込

む
事
例
へ
の
対
応
策
は
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

教
育
部
長

　

２
年
連
続
で
確
認
産
卵
つ
が
い
数
が

増
加
し
て
い
る
。
土
木
事
務
所
の
担
当

課
と
協
議
し
、次
年
度
の
産
卵
期
ま
で
、

雨
水
桝
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
、
柵
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
応
策
を
講
ず
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

  

子
宮
頸
が
ん
予
防

  

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
問
う

　
　
　

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
主
に
ヒ
卜
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ)

に
長
期

間
感
染
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
、
現
在
２
０
０

種
類
以
上
あ
り
、
そ
の
全
て
に
対
応
し

た
ワ
ク
チ
ン
は
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
感
染
リ
ス
ク
は
か
な
り
下

が
る
と
い
う
検
証
結
果
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　

予
防
接
種
の
情
報
発
信
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

国
の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
を
受
け
、

段
階
的
に
接
種
を
勧
め
る
。
個
人
通
知

の
他
、
市
報
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
Ｈ
Ｐ
等
で

も
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
国

の
動
き
を
把
握
し
、
対
象
者
の
方
々
が

安
心
し
て
接
種
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
正
し
い
情
報
を
発
信
し
接
種
率
を

上
げ
て
い
き
た
い
。

　
答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

　
　
　
　
　

守
ろ
う
！

で
も
交
流
人
口
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

の
で
、
現
在
市
内
に
あ
る
焼
物
展
示
３

施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
な
形
に
し
て
い

く
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

市
内
高
校
定
員
割
れ
問
題

　
　
　

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

教
育
長

　

伊
万
里
高
校
の
定
員
割
れ
が
顕
著
で

あ
る
。
県
教
委
は
高
校
定
員
の
調
整
を

毎
年
行
っ
て
い
る
が
、
現
状
を
掌
握
す

る
の
は
大
変
難
し
い
。
今
後
各
学
校
の

特
色
を
確
立
し
受
験
生
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
事
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
小
中
学

生
が
地
域
に
関
わ
る
こ
と
は
大
い
に
意

味
が
あ
る
と
思
う
の
で
今
後
も
続
け
て

い
く
と
共
に
、
そ
の
こ
と
が
市
民
全
体

に
郷
土
愛
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

自
治
区
の
統
合
問
題

　
　
　

自
治
区
の
統
合
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
そ
の
対
応
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

地
区
の
自
主
性
を
尊
重
す
べ
き
と
思

う
が
そ
の
必
要
性
は
深
く
受
け
止
め
て

い
る
。
人
口
減
、
少
子
高
齢
化
の
中
、

地
域
の
生
の
声
を
聞
き
、
区
長
会
と
行

政
が
連
携
し
な
が
ら
、
緊
急
性
の
あ
る

自
治
区
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

梶
山
　
　
太

中
山
　
光
義
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

決　
　

算

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
穀
物
需
要
の

増
加
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
等
に
よ
り
化

学
肥
料
が
高
騰
し
て
い
る
。

　

そ
の
事
を
受
け
、
国
に
お
い
て
肥
料

価
格
上
昇
対
策
を
支
援
す
る｢

肥
料
価

格
高
騰
対
策
事
業｣

が
創
設
さ
れ
た
が
、

支
援
対
象
と
な
る
農
家
数
が
多
い
事
か

ら
申
請
に
は
煩
雑
な
作
業
が
予
想
さ
れ

る
。
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

こ
の
事
業
は
、
対
象
と
な
る
期
間
・

申
請
す
る
グ
ル
ー
プ
の
単
位
・
高
騰
し

た
部
分
に
対
す
る
金
額
の
算
出
な
ど
他

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
突
出
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
県
に
確
認
を
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
方
針
は
現
時
点

で
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
下
取

り
組
む
べ
き
方
向
と
の
回
答
で
し
た
。

　
　
　

農
作
物
を
作
る
上
で
欠
か
せ
な

い
肥
料
が
、
こ
こ
１
年
で
１
５
０
％
上

昇
し
て
い
る
。
煩
雑
な
作
業
量
に
な
る

質
問

答
弁

質
問

と
思
う
が
、
関
係
機
関
協
力
し
、
１
，

６
０
０
戸
の
農
家
に
支
援
が
届
く
よ
う

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

ま
ず
は
、
申
請
書
類
の
作
成
に
作
業

や
事
務
量
が
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の
か

を
、
Ｊ
Ａ
、
県
、
市
関
係
機
関
担
当
者

レ
ベ
ル
で
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

市
長

　

６
月
議
会
に
お
い
て
伊
万
里
市
で
は

農
業
者
の
支
援
と
し
て
、｢

水
稲
営
農

燃
料
高
騰
対
策｣

「
施
設
園
芸
等
燃
料
高

騰
対
策
」「
肉
用
牛
肥
育
農
家
配
合
飼
料

高
騰
対
策
」
を
承
認
し
て
頂
き
、
現

在
そ
の
交
付
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
も
方
針
が
固

ま
り
次
第
、
関
係
機
関
と
協
力
し
農
業

者
へ
行
き
渡
る
よ
う
対
応
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　
　

県
に
お
い
て
も
こ
の
事
業
へ

の
上
乗
せ
や
、「
米
麦
乾
燥
調
製
燃
油

費
支
援
事
業
」・「
さ
が
堆
肥
利
活
用
ス

イ
ッ
チ
補
助
金
」
な
ど
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
。
関
係
施
設
や
関
係
農
家
へ
の

周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

関
係
部
会
や
対
象
農
家
へ
説
明
を
行

い
ま
す
。

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

肥
料
・
燃
油
・
飼
料
高
騰

対
策
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

桃
川
親
水
公
園
の
使
用
禁
止
中

の
遊
具
や
通
行
止
め
の
ホ
タ
ル
水
路
の

木
橋
の
修
理
の
取
組
み
は
。
ま
た
ト
イ

レ
建
屋
も
傷
み
や
汚
れ
が
見
受
け
ら
れ
、

そ
の
修
復
と
洋
式
化
の
考
え
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

令
和
２
年
度
遊
具
の
点
検
で
安
全
基

準
に
適
合
せ
ず
使
用
禁
止
に
し
た
が
、

利
用
頻
度
の
高
い
ブ
ラ
ン
コ
を
令
和
３

年
度
に
補
修
し
た
。
複
合
遊
具
や
滑
り

台
も
早
期
に
補
修
し
た
い
。
ト
イ
レ
建

屋
の
修
復
は
鳥
の
糞
害
や
照
度
の
問
題

等
を
含
め
洋
式
化
も
検
討
し
た
い
。

  

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

　
　
　

①
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス

ポ
・
全
障
ス
ポ
を
盛
り
上
げ
る
市
民
の

機
運
醸
成
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
②
本
年
４
月
か
ら
使
用
開
始
に

な
っ
た
伊
万
里
松
浦
球
技
場
及
び
同
Ｇ

Ｇ
場
は
休
憩
で
き
る
日
陰
が
な
い
。
そ

の
対
策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た

質
問

答
弁

質
問

ト
リ
ム
コ
ー
ス
を
夜
間
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
照
明
設
備
の
整
備
が
で
き
な
い

か
。
球
技
場
内
に
は
国
旗
等
の
掲
揚
台

が
な
い
各
種
大
会
等
の
開
催
に
は
必
要

な
施
設
で
あ
り
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

①
市
長
、
②
教
育
部
長

　

①
本
大
会
の
開
催
は
伊
万
里
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
取
組
み
、

選
手
を
始
め
全
国
か
ら
お
越
し
の
皆
様

が
ま
た
来
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
大

会
に
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
５
年
に
は
本
市
で
開
催
す
る
競

技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
各
々
に
開
催

し
、
お
も
て
な
し
の
研
修
を
行
う
等
、

大
会
に
向
け
て
市
民
の
機
運
醸
成
を
図

り
た
い
。

　

②
球
技
場
・
Ｇ
Ｇ
場
と
も
に
木
陰
や

日
よ
け
と
な
る
施
設
が
不
足
し
て
お
り
、

今
後
成
人
式
の
記
念
植
樹
の
会
場
と
し

て
、
あ
る
い
は
緑
の
少
年
団
の
緑
化
推

進
事
業
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
植
栽
等
に
よ
る
日
よ
け
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。
ト
リ
ム
コ
ー
ス
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
利
用
時
間
に
合

わ
せ
た
利
用
を
お
願
い
し
、
外
灯
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
利
用
状
況
や
利

用
者
の
声
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た

い
。
大
会
や
式
典
を
行
う
上
で
は
、
国

旗
や
市
旗
等
の
掲
揚
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
今
後
設
置
に
向
け
た
検
討

を
進
め
た
い
。

答
弁

桃
川
親
水
公
園
の

　
　
　
　

整
備
に
つ
い
て

馬
場
　
　
繁

松
尾
　
雅
宏
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一
般
質
問

決　
　

算

質
問　

文
科
省
が
定
め
る
１
年
間
の
授

業
時
間
数
と
、
本
市
に
お
け
る
夏
休
み

は
何
日
ま
で
だ
っ
た
か
。

　
　
　

教
育
長

　

小
学
１
年
生
は
８
５
０
時
間
、
小
学

２
年
生
は
９
１
０
時
間
、
小
学
３
年
生

は
９
８
０
時
間
、
小
学
４
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
は
１
０
１
５
時
間
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
夏
休
み
は
８

月
24
日
ま
で
。
台
風
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
で
の
休
校
に
対
し
て
の

時
間
調
整
や
ゆ
と
り
を
も
っ
て
授
業
を

進
め
る
た
め
に
、
２
学
期
を
早
め
た
。

質
問　

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
取
り
上
げ
て

い
る
、「
メ
タ
バ
ー
ス
登
校
」
を
ご
存

知
か
。
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
選
択

肢
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　

教
育
長

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
置
い
た
仮
想
空

間
と
理
解
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

伊
万
里
市
で
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

学
校
で
は
遅
く
ま
で
電
気
が
つ

い
て
い
る
。
授
業
中
に
先
生
方
を
支
援

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

す
る
補
助
員
等
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　

教
育
長　

　

特
別
児
童
支
援
委
員
41
名
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
委
員
５
名
を
配
置
し
て
い
る
。
今

後
も
教
員
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
時

に
は
チ
ー
ム
学
校
と
言
わ
れ
る
各
分
野

の
専
門
性
を
学
校
に
導
入
し
な
が
ら
学

校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

教
育
現
場
か
ら
も
要
望
さ
れ
て

い
る
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

　
　
　

市
長

　

利
用
頻
度
が
高
い
特
別
教
室
に
令
和

７
年
度
ま
で
に
設
置
す
る
。

 
地
域
医
療
の
考
え
に
つ
い
て

質
問　

高
齢
化
が
進
む
中
、
地
方
医
療

の
課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
域
医
療
の
考
え
に
つ
い
て
、

国
の
方
針
を
確
認
し
た
い
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長  

　

大
病
院
志
向
の
流
れ
の
中
、
重
傷
者

の
専
門
治
療
を
担
う
大
病
院
に
外
来
患

者
が
集
中
す
る
の
を
防
ぎ
、
軽
症
で
あ

れ
ば
、
近
く
の
病
院
や
診
療
所
に
誘
導

し
、
医
療
の
役
割
分
担
を
し
、
持
続
可

能
な
医
療
体
制
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

大
病
院
に
直
接
外
来
す
る
と
、

外
来
初
診
料
は
い
く
ら
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

10
月
１
日
か
ら
５
５
０
０
円
が
７
７

０
０
円
に
な
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

加
藤
奈
津
実

教
育
行
政
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

質
問　

伊
万
里
市
で
は
取
り
組
ま
れ
て

い
な
い
が
、
県
内
１０
市
の
状
況
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

現
在
、
５
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

国
に
お
い
て
も
国
民
皆
の
歯
科

健
診
に
つ
い
て
重
要
視
す
る
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。
歯
の
健
康
は
体
全
体
の

健
康
に
通
じ
る
。
ま
ず
は
妊
婦
歯
科
健

診
に
つ
い
て
実
施
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

ご
提
案
の
通
り
、
歯
科
疾
患
の
予
防

や
治
療
へ
の
動
機
づ
け
を
行
う
上
で
も
、

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
観

点
か
ら
も
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

  
保
育
料
の
階
層
区
分
別

  
負
担
額
に
つ
い
て

質
問　

本
市
の
保
育
料
に
お
け
る
第
６
、

７
、
８
階
層
の
負
担
額
は
全
て
同
額
と

な
っ
て
お
り
、
近
隣
市
町
で
も
区
分
さ

れ
て
い
な
い
の
は
本
市
だ
け
で
あ
る
。

細
分
化
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

以
前
は
11
階
層
に
区
分
し
て
い
た
も

の
を
、
平
成
10
年
度
の
法
改
正
に
合
わ

せ
複
数
年
度
で
階
層
を
統
合
し
て
い
き
、

平
成
1３
年
度
に
７
階
層
に
し
た
際
に
６

と
７
を
同
額
と
し
た
。
更
に
平
成
22
年

度
に
、
国
の
基
準
額
に
高
所
得
者
に
対

す
る
第
８
階
層
が
新
設
さ
れ
、
本
市
も

新
設
し
た
が
、
保
護
者
の
負
担
増
を
回

避
す
る
た
め
６
と
７
と
同
額
と
し
た
。

質
問　

細
分
化
す
る
こ
と
で
負
担
増
に

繋
が
る
懸
念
は
あ
る
が
、
現
在
の
状
況

で
は
公
平
性
を
保
て
て
い
な
い
。
本
市

と
し
て
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指

す
の
で
安
価
に
設
定
し
て
い
る
と
い
う

根
拠
が
あ
れ
ば
納
得
で
き
る
が
、
現
在

の
状
況
で
は
市
民
に
説
明
も
で
き
な
い
。

こ
れ
を
機
に
一
度
議
論
し
、
見
直
す
か

据
え
置
く
か
市
と
し
て
の
明
確
な
意
志

を
持
っ
た
結
論
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

過
去
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
県

内
20
市
町
の
中
で
も
６
～
８
階
層
が
同

額
な
の
は
本
市
だ
け
の
状
況
。
一
方
で
、

本
市
で
は
全
て
の
区
分
で
国
の
基
準
額

よ
り
低
く
、
７
、
８
階
層
に
つ
い
て
は

県
内
で
も
特
に
低
い
負
担
額
で
あ
る
。

今
後
調
査
を
行
い
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
及
び
財
政
面
へ
の
影
響
を
考

慮
し
な
が
ら
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

　
答
弁

質
問

答
弁

妊
婦
歯
科
健
診
の

　
　
　
　
　
　

実
施
を

と
思
う
が
、
関
係
機
関
協
力
し
、
１
，

６
０
０
戸
の
農
家
に
支
援
が
届
く
よ
う

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

ま
ず
は
、
申
請
書
類
の
作
成
に
作
業

や
事
務
量
が
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の
か

を
、
Ｊ
Ａ
、
県
、
市
関
係
機
関
担
当
者

レ
ベ
ル
で
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

市
長

　

６
月
議
会
に
お
い
て
伊
万
里
市
で
は

農
業
者
の
支
援
と
し
て
、｢

水
稲
営
農

燃
料
高
騰
対
策｣

「
施
設
園
芸
等
燃
料
高

騰
対
策
」「
肉
用
牛
肥
育
農
家
配
合
飼
料

高
騰
対
策
」
を
承
認
し
て
頂
き
、
現

在
そ
の
交
付
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
も
方
針
が
固

ま
り
次
第
、
関
係
機
関
と
協
力
し
農
業

者
へ
行
き
渡
る
よ
う
対
応
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　
　

県
に
お
い
て
も
こ
の
事
業
へ

の
上
乗
せ
や
、「
米
麦
乾
燥
調
製
燃
油

費
支
援
事
業
」・「
さ
が
堆
肥
利
活
用
ス

イ
ッ
チ
補
助
金
」
な
ど
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
。
関
係
施
設
や
関
係
農
家
へ
の

周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

関
係
部
会
や
対
象
農
家
へ
説
明
を
行

い
ま
す
。

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

前
田
　
邦
幸
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令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
は
３
４
７
億
４

１
８
９
万
９
７
９
４
円
、
歳
出
は
３
３
９
億
７
２
７

４
万
３
１
０
２
円
で
、
翌
年
度
繰
越
財
源
４
７
７
４

万
４
４
３
９
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
７
億
２

１
７
１
万
２
２
５
３
円
の
黒
字
で
す
。
こ
の
実
質
収

支
か
ら
令
和
２
年
度
の
実
質
収
支
１
億
１
４
４
７
万

７
０
２
５
円
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
、
６
億

７
２
３
万
５
２
２
８
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
比
率
は
40
・
７
％

で
、
自
主
財
源
は
前
年
度
よ
り
1３
億
７
７
８
６
万
２

９
５
４
円
（
10
・
８
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
実
質

公
債
費
比
率
は
９
・
６
％
（
令
和
２
年
度
12
・
３
％
）、

将
来
負
担
比
率
は
３5
・
０
％（
令
和
２
年
度
5３
・
２
％
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と
比
較
す
る
と
大
幅
な
改
善

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
束
の

間
の
収
束
は
訪
れ
る
も
の
の
、
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に

よ
り
依
然
と
し
て
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
り
、

物
価
高
騰
や
円
安
の
影
響
等
不
安
定
な
社
会
情
勢
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
結
果
に
安
心

す
る
こ
と
な
く
、
市
に
は
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運

営
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
の

予
算
の
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
事
業
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市
の
現
状
に
対

す
る
満
足
度
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
末
に
ア
ン
ケ
ー

ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
1８
歳
以
上
の
市
民
よ
り
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た

３
５
０
０
人
を
対
象
と
し
て
送
付
さ
れ
、
１
３
４
５

通
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
回
収
率
は
３８
・
４
％
と
な
っ

て
お
り
、
前
期
基
本
計
画
策
定
時
の
回
収
率
３0
・
８
％

か
ら
７
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容

に
つ
い
て
は
、
特
定
の
分
野
に
関
す
る
も
の
も
あ
り
、

一
個
人
で
は
理
解
し
づ
ら
い
項
目
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
回
答
結
果
か
ら
参
考
と
な
る
指

標
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
無
回
答
に
も

繋
が
る
と
推
測
し
ま
す
。
同
じ
質
問
を
継
続
し
、
デ
ー

タ
を
比
較
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
理
解
し
ま
す
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
可
能
な
限
り
瞬
時
に
質
問
の
意
図

を
理
解
し
、
即
答
で
き
る
内
容
に
す
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
今
後
の
回
収
率
の
更
な
る
向
上
及
び
市
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
設
問
の
在
り
方
に
つ
い
て

再
考
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

今
日
の
高
齢
化
・
過
疎
化
の
進
展
に
伴
い
、
公
共

交
通
の
あ
り
方
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
事
業
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
り
、
持
続
可
能
な
事
業
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し
、
災
害
時
に
円
滑
か

つ
迅
速
な
避
難
を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
推

進
さ
れ
て
お
り
、
支
援
者
（
駐
在
員
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
地
区
防
災
会
々
長
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
消
防
署
、
警
察
署
、
社
会
福
祉
協
議
会
）

へ
の
名
簿
情
報
の
提
供
に
よ
っ
て
万
一
に
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
名
簿
登
録
に
未
同
意
の
方
や
、

意
思
確
認
の
出
来
な
い
方
も
あ
り
、
登
録
率
は
３６
・

２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

文
書
で
の
登
録
勧
奨
に
加
え
、
そ
の
必
要
性
を
理

解
し
や
す
い
説
明
の
あ
り
方
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
事
故
や
急
病
時
の

緊
急
連
絡
手
段
と
し
て
「
緊
急
通
報
装
置
」
の
貸
与

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
決
算
委
員
会
で
の
議

論
を
受
け
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
は
な
く
て
も
同
居

者
の
入
院
・
入
所
、
ま
た
仕
事
等
で
日
中
不
在
の
場

合
も
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
規
利
用
者
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
安
否
確
認
に

つ
な
が
る
相
談
業
務
の
利
用

は
２
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

た
め
、
そ
の
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
つ
い
て
も
対
象
と
で

き
な
い
か
の
検
討
を
行
う
こ

と
。

��
第
６
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定
事
業

��
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

運
行
事
業

��
避
難
行
動
要
支
援
者

支
援
事
業

��
福
祉
緊
急
シ
ス
テ
ム

運
用
事
業

議
会
の
意
見

決
算
審
査
！

相談ボタンがあるコントローラー
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利
用
希
望
者
の
増
加
に
伴
い
、
施
設
の
拡
充
と
受

入
れ
定
員
や
支
援
員
の
増
員
が
図
ら
れ
、
児
童
の
健

全
な
育
成
と
保
護
者
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
員
の
確
保
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
今
後
と
も

受
託
業
者
と
の
協
議
を
深
め
、
支
援
を
要
す
る
児
童

へ
の
対
応
な
ど
支
援
員
の
負
担
軽
減
を
行
い
、
支
援

員
の
定
着
と
受
け
入
れ
態
勢
の
万
全
を
期
す
こ
と
。

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
市
道
に
関
す
る
要
望
２
０

８
件
に
対
し
て
、
緊
急
度
の
高
い
7３
件
を
採
択
し
て

お
り
、対
応
率
は
３5
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

地
域
の
高
齢
化
に
伴
い
市
道
及
び
周
辺
の
除
草
作
業

等
も
困
難
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

対
応
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
法
面
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
化
な
ど
、
今
後
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
な
新
た
な

方
法
も
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
事
業
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
更
な
る
予
算
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

　

本
事
業
は
、
地
域
に
密
着
し
た
生
活
道
路
の
整
備

を
進
め
る
た
め
に
も
重
要
な
事
業
で
す
。
し
か
し
、

予
算
不
足
を
原
因
と
し
て
工
事
が
進
ま
な
い
状
況
と

言
え
ま
す
。

　

利
便
性
の
向
上
、
安
全
性
の
確
保
を
図
る
上
で
も

十
分
な
予
算
措
置
を
講
じ
、
対
応
を
急
ぐ
こ
と
。

　

青
少
年
相
談
室
で
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
非
行

と
い
っ
た
子
ど
も
や
若
者
と
そ
の
保
護
者
が
抱
え
る

悩
み
に
対
す
る
相
談
活
動
等
が
行
わ
れ
、
令
和
３
年

度
に
は
１
１
１
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
解
決
に
向

け
て
の
対
応
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
相
談
室
の
案
内
カ
ー
ド
の
配
布
が
中
学
３

年
生
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
ま
で
範
囲

を
広
げ
る
な
ど
、柔
軟
な
取
組
み
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

　　

水
道
事
業
で
は
、
収
益
的
収
入
が
14
億
３
８
７
万

６
１
５
５
円
（
税
抜
き
）
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
２
３
７
４
万
９
６
９
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
主
に
家
庭
用
や
工
業
用
等
の
有
収
水
量
の
減

に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少
や
、
他
会
計
補
助
金
や
雑

収
益
な
ど
の
営
業
外
収
益
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　

一
方
、
収
益
的
支
出
は
1３
億
２
２
６
１
万
５
３
７

８
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
６
４
２
４
万
８

３
３
１
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
人
件

費
や
減
価
償
却
費
、
支
払
利
息
及
び
企
業
債
取
扱
諸

費
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。
結
果
、
当
年
度
純
利
益

は
８
１
２
６
万
７
７
７

円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
て
４
０
５
０
万
７
３

６
２
円
増
加
し
て
お
り
、

黒
字
を
達
成
で
き
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
減
価

償
却
費
な
ど
の
経
費
の
増
加
に
加
え
て
、
人
口
減
少

に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

更
な
る
経
費
の
節
減
、
事
業
の
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
安
定
経
営
に
努
め
る
こ
と
。

10
．
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

　

下
水
道
事
業
で
は
、
収
益
的
収
入
が
12
億
７
８
６

３
万
７
８
７
３
円
（
税
抜
き
）
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
し
て
２
４
２
６
万
７
２
２
８
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
に
営
業
外
収
益
の
他
会
計
補
助
金
、

長
期
前
受
金
戻
入
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　

一
方
、
収
益
的
支
出
は
12
億
３
５
１
万
１
８
８
０

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
６
７
３
万
８
６
０

８
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
減
価
償
却

費
、
資
産
減
耗
費
が
増
加
し
た
た
め
で
す
。
結
果
、

当
年
度
純
利
益
は
７
５
１
２
万
５
９
９
３
円
と
な
り
、

黒
字
を
達
成
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
各

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
浸

水
の
防
除
等
の
た
め
下
水
道
事
業
の
適
切
な
運
営
に

努
め
る
こ
と
。

　

決
算
審
査
を
行
う
た
め
の
関
連
資
料
「
主

要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
」
は
、

議
会
の
要
請
と
そ
れ
に
応
え
る
市
職
員
の
努

力
に
よ
っ
て
、
年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
市
民
図
書
館
で
ど
な
た
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��
青
少
年
相
談
事
業

��
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て

��
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ

管
理
運
営
事
業

��
道
路
管
理
事
業
（
単
独
）

��
市
道
改
良
事
業
（
単
独
）

��
下
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
は
、
感
染
が
一
気
に
拡
大
し
、
若
年
層

の
子
ど
も
た
ち
に
も
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

進
み
、
マ
ス
ク
無
し
の
生
活
が
一
日
も
早

く
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
少
し
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　

長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
西
九
州
新
幹

線
が
開
業
し
ま
し
た
。
北
部
九
州
に
と
っ

て
は
、
大
き
な
出
発
点
で
あ
り
、
起
爆
剤

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
当
市
に

お
い
て
も
お
も
て
な
し
の
受
け
皿
づ
く
り

を
更
に
進
化
さ
せ
、
共
有
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
伊
万
里
に
良
い
追
い
風
が
吹

い
て
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
本
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
一
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

が
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、

議
員
一
同
、
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
山
口
常
人
）
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編
集
後
記

皆さんが取得しやすいように、申請の機会を増やしています

★いずれも祝日を除きます
★他にも、スマホ申請などお手軽な方法があります。必要なもの等のお尋ねなど、どんなことでも
　お気軽にお問い合わせください。（市役所　市民課　☎０９５５－２３－２１４３）

市　役　所

コミュニティセンター（立花を除く）
 

月、水、金
火、木（12/27 まで）
日（12/18を除く12月末まで）
月～金

８：３０～１７：１５
８：３０～２０：００
８：３０～１２：００
８：３０～１７：１５

健康保険証として登録しておくと
・旅行先などで急病になった時で
も、本人が希望すれば特定健診の
情報や服用した薬の情報が分か
り、治療に生かされます！
・就職や転職、引越をした時も、切
替え作業中の受診が可能です。
　しかも、12月末までにカードを申
請し、２月までに必要な手続きをす
れば、コンビニなどで使える最大2
万円分のポイントがもらえます！
（カードの申請は無料です）
０歳の赤ちゃんから、どなたでも♪

　伊万里市では来年3月から、マイナン
バーカードがあればコンビニで住民票
の写し、印鑑登録証明書、各種税証明書
などが発行でき
るようになります。
土日や夜間でも便利ですよ！

マイナンバーカードを
　　　　もっていますか？

公職選挙法の規定により、議員は年賀状など時候のあいさつについて、いただいた
ものへの返礼で、かつ裏表とも自筆のもの以外は禁止されています。
どうかご理解いただきますよう、お願いいたします。                         議　員　一　同

年賀状について


